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巻首図版1 第113次調査

1 SM1213道路遺構 (南から)

;-

.... 

2 SM1213道路遺構と政庁(北から)



巻首図版2 第114次調査

1 S F 1216築地塀(東から)

2 Aトレンチ西壁の築地塀土層断面(東から)



序

国指定史跡払田柵跡は、管理団体である仙北町による環境整備も

順調に進捗し、遺跡を訪れる方々も年とともに増加していることは

喜びに堪えないところであります。

平成10年度の調査は、第 5次5年計画の最終年次にあたり、外郭

北部と南部の 2地区で実施しました。

第113次調査は、外郭北門と政庁との間に存在するはずの道路を

探る調査で、外郭の低地においてそれを確かめることができました。

第114次調査は、従来必ずしも明確で、はなかった外郭線南部西方

の築地塀の位置を探る調査で、西側石塁から連続する築地塀を検出

することができました。

本書は以上のような今年度の調査成果を収録したもので、古代城

柵官街遺跡の研究上、資するところが大きいと考えますので、ご活

用いただければ幸いと存じます。

最後に、調査ならびに本書作成にあたって御指導 e 御助言を賜り

ました、文化庁、奈良国立文化財研究所、国立歴史民俗博物館、宮

城県多賀城跡調査研究所、秋田市教育委員会秋田城跡調査事務所に

心から感謝申し上げるとともに、史跡管理団体であるイ山北町、同教

育委員会、千畑町教育委員会、ならびに土地所有者各位の御協力に

対し、心から厚く御礼申し上げます。

平成立年3月

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所長三浦隆一



例

1 本書は秋田県教育庁払出柵跡調査事務所が平成10年度に実施した、第113次と第114次調査の概要

報告である。本書の作成、編集は当事務所文化財主査児玉 準が行った。

2 調査に当たり、調査研究の顧問である秋田大学名誉教授秋田県立博物館館長新野直吉氏、国立

歴史民俗博物館情報資料研究部教授岡田茂弘氏から御指導いただいた。

3 墨書土器の判読は国立歴史民俗博物館歴史研究部教授平川 南氏に依頼した。

4 実測図は国土調査法第X座標系を基準に作成した。実測図及び地形図中の方位は座標系を示し、

磁北はこれより N7
0 

30' 00" Wである。詳細は『払田柵跡調査事務所年報1977jを参照された

。
、、[ν 

凡例

1 土色の記載については、小山正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖 1989年版』を参考にした。

2 遺構には下記の略記号を使用した。

SM  道路遺構、 SF 築地塀、 SX 整地地業
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第 1章はじめに

払田柵跡は秋田県仙北郡仙北町払田・千畑町本堂城回にある。遺跡は雄物川の中流域に近く、大曲

市の東方約 6km、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥岩からなる真山、長森の丘

陵を中心として、北側を川口JI[ .矢島川(烏JI[)、南側を丸子川(鞠子JI [)によって挟まれた低地に立

地する。

1902・3 (明治35・36)年の千屋村坂本理一郎による溝渠開削の際や、 1906(明治39)年頃から開

始された高梨村耕地整理事業の際に発見された埋もれ木が、地元の後藤宙外・藤井東ーらの努力によっ

て歴史的遺産と理解されたのが、遺跡解明の端緒となった。 1930(昭和 5)年3月に至り、後藤宙外

が中心となって高梨村が調査を実施しさらに同年10月、文部省嘱託上田三平によって学術調査が行

われて遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づき、 1931(昭和 6)年 3月初日付けで秋田県最

初の国指定史跡となり、 1988(昭和63)年 6月29日付けで史跡の追加指定がなされ，て現在に至ってい

る。史跡指定面積は894，600niで、ある。

1970年代になって、指定地域内外の開発計画が立案された。そこで、秋田県教育委員会は地元仙北町

と協議の上、この重要遺跡を保護するための基礎調査を実施して、遺跡の実体を把握することを目的

に、 1974(昭和49)年、現地に「秋田県払田柵跡調査事務所J を設置し、本格的な発掘調査を開始し

た。さいわい、地元管理団体仙北町および地域の人々の深い理解により、史跡指定地内は開発計画か

ら除外された。

事務所は1986(昭和61)年4月、「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称し、現在は「払田柵跡

調査要項」の第 5次 5年計画に基づいて計画的に発掘調査を実施している。

史跡は長森・真山を臨む外柵と、長森を囲む外郭線からなる。外柵は東西1，370m、南北780mの長

楕円形で、標高32"'-'37 m、総延長3，700m、外柵によって固まれる遺跡の総面積は約878，000niである。

外柵は 1時期の造営でスギ角材による材木塀が一列に並び、東西南北に八脚内が開く。外郭は、東西

765m、南北320mの長袴円形で、面積約163，000ni、最高地は諜高53mで、ある。外郭線の延長は約1，760

mで、石塁、築地塀(東ー西・南の山麓)と材木塀が連なり、東西南北に八脚門が開く。外郭線は全体

に4時期にわたる造営が認められる。なお、外柵ー外郭は、従来それぞれ外郭線。内郭と呼称してい

たが、これまでの調査成果を踏まえ、 1995(平成ア)年から呼び替えたものである。

長森丘陵中央部には政庁がある。政庁は板塀で画され、正殿・東脇殿・西脇殿や付属建物群が配

置されている。これらの政庁の建物には I"'-'V期の変遷があり、創建は 9世紀初頭、終末は10世紀後

半である。政庁の調査成果は報告書『払田柵跡 I一政庁跡-j (昭和60年 3月)として公刊した。

出土品には、須恵器・土師器・灰紬陶器などのほか、斎串・曲物・挽物・鋤・模などの木製品、漆

紙文書・木簡・墨書土器などの文字資料がある。木簡には「飽梅郡少隊長解申請J r十火大根二石二斗

八升J r嘉祥二年正月十日」などと記された文書・貢進用木簡があり， r)j1J嘗子弟J r秋藻」などの文字

もある。墨書土器には「機悔J r厨J r厨家J r官J r文J r小勝J などの文字がある。

管理団体仙北町は1979(昭和54)年から保存管理計画による遺構保護整備地区の土地買い上げ事業

をすすめており、 1982(昭和57)年からは調査成果に基づいて環境整備事業を実施している。さらに
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1991 (平成3)年からは「ふるさと歴史の広場」事業により、外柵南門や河川跡の復元整備、ガイダ

ンス施設の設置などを実施、 1995(平成7)年からは「ふれあいの史跡公園」事業により、政庁東方

の官街建物の整備などを実施した。

第 1図遺跡の位置
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第2章調査計画と実績

平成10年度の調査は「払田柵跡調査要項J に基づく、第 5次5年計画の最終年次に当たる。事業費

については、国庫補助金の内示(総経費1，600万円のうち、国庫補助金800万円)を得たので、次のよ

うな「平成10年度払田柵跡調査計画(案)J を立案した。

第1表調査計画表

調査次数 査地区 調査内容 調査面積 調 期間

第113次
外郭北部 外郭北門と政庁の

400nf 
4月20日~

(仙北町払田字吉目木) 間の道路跡の調査 6月30日

第114次
外郭南部 外郭線区画施設の

150nf 
7月 1日~

(イ山北町払田字長森) 調査 7月31日

合計 2 地区 550nf 

平成6年度から10年度の調査はJ払田柵跡発掘調査第 5次5年計画J として立案され、顧問の指導

と助言を得て承認されたものである。

第113次調査は、外郭北門と政庁を結ぶ道路跡の位聾を探る調査である。外郭北内の内側では、この

道路の存在が予想される地域で、未買収の水田が残されていたが、管理団体仙北町では昨年度一部を除

いて公有化を実施したので、この調査に踏み切ったのである。

第114次調査は、外郭南部の区画施設の調査である。外郭南円の西方地域では1974年の第 3次調査で、

トレンチ調査により築地塀の存在が:確認されているが、近年まで私有地が多く残されていたことから

面的な調査は行われず、区画施設の位置は必ずしも明らかではなかった。そこで、その位置と規模、

上部構造の推定などを自的として調査を実施したのである。

この 2笛所の発掘調査のほか、反画施設の正報告書『払回柵跡E一区極施設-jの刊行を計回に入

れた。

平成10年度の調査の実績は第2表のとおりである。

第2表調査実績表

調査次数 調 地区 調査内容 調査 積 調 期間

第113次
外郭北部 外郭北門と政庁の

765nf 
4月初日~

(仙北町払田字百田木) 関の道路跡の調査 6月24日

第114次
外郭南部 外郭線区間施設の

80nf 
6月15日~

(仙北町払田字長森) 調査 7月28日

言十 2 地区 845nf 

第113次調査では、外郭北内と政庁を結ぶ道路遺構を外郭低地において検出した。この地域は地盤が

極めて軟弱な泥炭地であるので、低地においては幅 6'"'-'アm前後の整地層による道路を作り、その後、

その上に材木塀からの転用材を用いて木道としていることがわかった。道路の位置は、外郭北円と政

r、
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庁を直線で結ぶ形ではなく、低地部分と丘陵斜面部を境として曲折する形状となっていることも判明

した。

第114次調査は、外郭南門に取りつく西側石塁の西方に調査区を設定したところ、宅地となっていた

ことによる破壊を受けてはいたが、築地塀の積土やその崩壊土、整地地業などを検出し、区画施設の

位置を確認することができた。
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第 1節調査経過

調査は外郭北門と

政庁北門の聞に予想

される道路の検出を

目的として実施した。

4月20日に作業を

開始、現場にテント

を設営、機材を搬入

し、 22日には調査区

内に測量原点の移動

を行った。翌23日、

北円に近い位置に長

さ30m、幅 5mのト

レンチを設定し、掘

り下げを開始した。

27呂、その南壁に

土層観察用のトレン

チを設定したところ、

火山灰層とその下の

泥炭層との間に 1枚

の土層があり、特に

第 3章第113次調査

第3図 第113次調査位置図

外郭北円の真南のあたりでは摩く、その東西両側では薄くなっていることに気づき、厚い部分は道路

跡かと考えられた。道路跡と考えられる幅は 6m程で、その範関内では火山灰に乱れがあり、それは

歩行によるものと推定された。 29日、その南に長さ20m、I[冨5mのトレンチを設定したところ、火山

灰と同一面で古代の材木が南北方向に連なって検出され、木道であろうと判断された。

その後は道路遺構を中心とする東西方向のトレンチを設定し、徐々に南に向かつて掘り進んだ。 5

月15日頃には、この道路遺構は外郭北門から南へ一直線に延びている姿が明確になってきた。 28日に

は、木道の材木に外郭線材木塀からの転用材と考えられる貫穴痕跡のある材木も検出された。

6月2日、調査区全景の写真撮影を実施、 3日、遺り方を設定、 8日から調査区北東隅から平面実

測を開始、 9日からは第114次調査地へ一部機材の運搬作業を開始した。 22日には平面実測を終了、 23

日一応の調査を終了したが、 7月 6日から 9日にかけて補足調査を行った。

-6-



3章第113次調査

第2節検出遺構と遺物

1 遺構と遺物 (第4'"" 10図)

調査地は外郭北門の内側にあり、標高35.30mの平坦地であるが、現在は公有化されて休耕田となっ

ている。

( 1) S M1213道路跡 (巻首図版し図版 1'""5)

外郭北門と政庁の関には、両者を結ぶ道路の存在が予想、され、とりわけ、これまで全く調査の手が

入らなかった低地には、整地層からなる路面や、外郭線材木塀の内側に見られるような木道の存在が

考えられてきた。

調査は、外郭北内に近い位置から漸次南に向かつて掘り下げを進め、それらの遺構の検出に当たっ

た。調査区全域の水田には暗渠排水溝が敷設されているほか、南東部には水田の客土が南北方向に堆

積している。ごと層観察のため、東西方向にトレンチ 6本を設定した。 は、耕作土の下に厚

さ2"-'3 cmの黒色土、厚さ 3"-' 5 cmの十和田 a火山灰層があり、さらに厚さ10cm前後の黒褐色泥炭層

があって、その下も厚さ35cm程の黒褐色泥炭層で、ある。最下層の泥炭層は、長森丘陵に近づくにつれ

て次第に薄くなり、最も南に設定したトレンチで、は20cm前後の厚さとなる。

耕作土とその下の黒色士、黒褐色の泥炭層を剥がすとすぐに十和田 a火山灰面に達し、その面で精

査すると細かな木片や材木が点々と検出され、これを南にたどると、外郭北門の桁行方向に対してお

およそ直角方向に直線状に並んでいることがわかり、これらは木道の材木であろうと判断された。

材木は腐食の激しいものがほとんどで、極めて断片的であるが多くはスギである。最も長いスギ材

は長さ3.55辺、幅30cmで、材木塀の貫穴の痕跡があり、この材木は材木塀からの転用材であろうと

えられる。この材木の付近には長さ3.13m、i福20cmのスギ材もある。稀に広葉樹材も含まれ、

の南端に長さ 2.2m、幅22~28cmの材が痕跡的になって残る。これらの木道の下に直行して置かれた材

木が、殊に調査区の北部に多く残っていて、これらは木道の沈下を紡ぐために枕木状に下に入れたも

のかと考えられる。

材木と火山灰との関係が明ら 材木が火山灰の下にある。調査[Kの南端部では材木はほ

とんど残存しない。火山灰はi泊釘水由面から2お5cmηm前後の深さに厚さ 3""'-'5cmで

木道の材木付近では火山灰!窟醤が乱れて、黒色土下方まで、¥ソ/小ブロツク状となつて入り込んでで、しい¥る。この

黒色土は木道付近のみに分布し、暗緑灰色粘土の粒、細かい木片、硬質頁岩の角磯、小石、)I [原石、

火山灰とは明らかに異なる川砂などが、ごく少量ではあるが含まれている。この層はA トレンチでは

厚さが最大で;40cm、B.Cトレンチでは25cm程で、殊にAトレンチではこの土層の中央部ほど次第に

くなっている。掘り下げる過程では、それらの含まれる範囲の土層は、含まれない土層よりも幾分

硬く感じられた。下にある自然堆積の黒褐色泥炭層とは明確に区分される。

火山灰層の乱れは、火山灰の降下後に木道とその付近を歩くことによって、軟弱な土層に火山灰が

小ブロックとなって沈み込んだものと解することができる。また、前記の粘土粒や木片、角礁を含む

黒色土は、泥炭層を浅く掘り下げて形成した路床か、あるいは泥炭層面に薄く施した整地層が歩行に

よって下方に沈み込んだものと考えられる。一旦、それらによる道路を造り、その後に材木を使用し
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。 2m 
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9 7.5YR2/2黒褐色土にIOYR4/3にぶい黄褐色粘土が混じる。水田客土。
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第3章第113次調査

た木道としたものと推定される。 トレンチのうち、北から 4番目まではこうした土層が観察され、そ

の幅は 6"-'7mで、ある。木道の材木はこの中に含まれるが、全体に西寄りに位置している。なお、道

路の側溝は認められない。道路遺構に検出される硬化した路面も、周囲が軟弱な泥炭地であるためか

形成されていない。

道路遺構の東西両側に他の遺構の有無を確認するため、調査区の北部で、火山灰層の下まで掘り下げ

たが、遺構や整地層は見られなかった。

可
、こ主バコ

番号 程II .¥]IJ 器 形 終 徴
口径

-底J高E6台径径- 若号高(cO台m，9高) 沿i
底径指数 治i径指数 外綴度 図版

(cm) 

1 須恵器 荷台付杯 外内部m :. 口口ククククロ口ロロづτナナ「デデτデT ー 山 '1;<' ザJり、 低留に皇室主宰 r口」
10-1 

つ】 須転 玉用亘 書硯註 荷台付杯 タ内ト面函:ロ ー出恒フ ';'Jり、低在五に墨付者 高6ムLJ.3拝i:=' 高o台.8高
'じ3

3 土師寺号 ↓不 タト函 口ク Eナデ一回転糸切り 内面'ロクロナデ 11-4 5.8 5.0 。τ50 43.8 33" 

4 土師器 杯 外蛮・ロクロナデ一回転糸切り 内箇:ロクロナデ 11.8 4.2 ，1.8 0.35 40.6 31" 10-2 

5 土的器 杯 外商 ロクロナデ一回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.1 6.1 5.1 0.50 42.1 24ロ 10-3 

6 土郁若号 材; タトllii ロクロナデ一回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.0 5.2 4.8 0.43 40.0 29' 

7 ，土師務 皿 外商 ロクロナデ一回転糸切り 内面 ロクロナデ 13.2 5.3 2.5 0.40 18.9 61" 

第 8図 S M1213出土遺物

第 8図は道路遺構の範囲内から出土した遺物で、 1"-'4は火山灰層より下位の整地層から出土した

ものである。日立須恵器高台付杯で、底部切り離しは回転ヘラ切りによる。底面に「長J の墨書があ

る。 2も須恵器高台付杯で、底部切り離しは回転糸切りによる。底面を転用硯としている。 3.4は

土師器杯で底部切り離しは回転糸切りによる。 5"-'7は火山灰よりも上位から出土した土師器で、 5・

6は杯、 7は皿で、底部切り離しは田較糸切りによる。

この他、破片資料として火山灰よりも上位から、須恵器警・蓋、土師器杯、火山灰よりも下位から

須恵器杯・窪、土師器杯・窪、報羽口が出土した。他に、モモ核2点が火山灰の下位から出土した。

2 遺構外出土遺物 (第 9 ・10図，密版10・11)

( 1 ) 須恵器 第 9図8は杯で、灰色を呈し、硬質で底部切り離しは回転糸切りによる。底面に

あるが文字は不明である。火山灰の直下から出土した。 9も杯で、水田客土からの出土である

が、黄櫨色を呈し、 J硬質で底部切り離しは回転糸切りによる。底面に「平」の墨書がある。

-15-
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9 、五〆

¥三/
12 

~~ ¥二主弓 グ

て主三rf
番号 穏 Bリ ~形 出土地・層イ立 ヰ~. 徴ー 1ごI(cm主〉主 宜主(cm宅〉主 岳1Cll1~主E底筏指数 I同径指数 外{頃度 関版

8 須~器 杯 L011火山灰直下 タ内H笛百 日ロ夕ク口口ナづデヂ 惚1車五ミオモ切り {丘面ーに盟主華子 r口 J 12. i 5.0 3.3 0.39 25.9 40' 10-4 

9 須王家器 杯 L F06・2層客土上 タ内l在E扇百: ロロククロ口づ十ーフヂー Eヨ車云卦ミ税リり、 jf正直ij(こ皇室謹宰 「可モJ 5.0 10-5 

10 土師器 杯 L L F P 0054・2草宰昆語ゴ二」草Fニニiこ」ニ 外商 ロクロナデ一回転ヘフ切り 内部 ロクロナデ 14.0 6.0 3.6 0.42 25. i 35" 

11 土自市若号 杯 L PlO・2騒火山灰上 外面 ロクロナデ一回転糸切り 内部 ロクロナデ 12.1 5.0 4.0 0.41 33.0 3T 10-6 

12 土師器 杯 LH05火山灰蔚 外部 ロクロナデ一回転糸切り 内面 ロクロナデ 11.4 4.9 5.4 0.42 4i.3 25" 10-i 

13 土師器 杯 L L L 0 0066・・221溺1溺 tduくi山iBEミRi立Jニ 外筒 ロクロナデ一回転糸切り 内商 ロクロナデ 12.8 4.6 5.2 0.35 40.6 32" 

14 土自市器 杯 LM06・2層火山灰底上 外留 ロクロナデ一回転糸切り 内面 ロクロナデ 13.3 5.0 4.9 0.3i 36.8 36ロ

15 土師器 杯 LM09・21嘗火山灰上 外面:ロクロナデ一回転糸切り 内面 ロクロナデ 13.4 5.0 4.8 0.3i 35.8 3T 
16 土防器 杯 LH08火山灰底上 外面 ロクロナデ一回転糸切り 内荷 ロクロナデ 12.2 5.3 4.5 0.43 36.8 31" 10-8 

1i 土師器 杯 L F08火山灰上 外ilii ロクロナデ一回転糸切り 内部 ロク口ナデ 16.1 6.6 5.8 0.40 36.0 32" 10-9 

18 土師器 杯 ゾLくlFli 0ER8 と同一一レrくノレ 外部 ロクロナデ一回転糸切り 内面 ロクロナデ 13.1 5.0 5.1 0.38 38.9 3T 10-10 

19 土部器 杯 LM02・2層火山灰夜上 外商・口クロナデ一回転糸切り 内面 ロクロナデ 12.8 5.0 5.4 0.39 42.1 30" 

20 土師器 杯 L G08.2溜火山灰上 外面 ロクロナデ一回転糸切り 内部 ロクロナデ 12.4 4.6 3.9 0.3i 31.4 42。

21 土自市器 杯 L J 05 タ内14E蕊jJ:口口クク口口ナナァヂ一回転品切り 低茄に島塾講事「亡JJ 6.0 11-12 

22 土師器 杯 L EOi火山灰上 外商 ロクロナデ内街:ロクロナデ、体昔sに襲警「臼J

23 土防器 1llJ. L011火山灰直上 外萄 ロクロナデ一回転糸切り 内部.ロクロナデ 13.0 4.8 3.1 0.3i 23.8 58" 10-11 

第9図遺構外出土遺物(1 ) 
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第 3章第113次調査

(2) 土師器 10"-'22は黄樫色を呈する杯で、 10のみ底部切り離しが回転ヘラ切り、他は回転糸

切りによる。 21の底面と、 22の口縁部内面に墨書があるが文字は不明である。 23は皿である。

破片資料として、火山灰よりも上位から須恵器窪、土師器杯・皿・警が出土した。

(3) 瓦 第10図24は丸瓦で、灰色、硬質で、全体に大きく歪みがある。間面に布目痕と糸

切り痕がある。 25も丸瓦で灰白色を呈し、硬質である。

(4) 鉄製品 第10図26は身の幅が 1cmにも満たないが、断面は逆三角形状をなしており、万子

かと考えられる。

勺 26 

ハ川
25 

仁三

。 10cm 

番号 種 5せ 出土地・層{立 特 徴 長さ (cm) !福 (cm) 厚さ (cm) 図版

24 九 瓦 LG05客土上 凸面無文 出面・布目痕 11.6 14.9 つつ 11-13 

25 丸 瓦 LD04・1層 凸面:無文 出面:布目撞 6.1 5.0 2.0 

26 鉄製品 L009・2層 15.6 0.7 0.6 11-14 

第10国遺構外出土遺物 (2) 

第 3節小結

外郭北門と政庁北内の間の道路遺構が、外郭低地部分において検出された。

道路遺構は、低地の極めて軟弱な泥炭層の上に施した整地層とその上に置かれた木道からなる。木

-17-
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道の材木は材木塀からの転用材で、十和田 a火山灰よりも古いG しかし、調査区内に限って見れば、

この木道と整地層に明確な時期差を認めうる材料はほとんどないといってよい。

これまでの調査で、木道は外郭線の内側に、材木塀に沿う形で設けられていることがわかっている。

外郭北門東側の SX1180、商側の SX1202がそれである。ともにその材木には貫穴痕跡があり、材木

塀からの転用材を使用していることが明らかである。その時期は、外郭線B期の材木を抜き上げて使

用し、十和田 a火山灰が降下する前であるので、外郭線C期であり、その後D期にも引き続き使用し

ている。これらの木道がC期になって設置された理由は、材木塀の北にある SDl145溝に土が堆積し

て排水機能が低下したことや、周辺河川の流路の変化に基づく水位の上昇が原因として推定される。

今回検出した木道の材木は材木塀からの転用材であること、十和田 a火山灰よりも古いことにsx
1180・1202との共通性が見出され、 SXl180・SX1202と同時に外郭線C期に設置され、 D期にも使

用された木選であると考えることができょう。したがって、木道の下にある整地層は木道とは時期が

異なるものである可能性がある。外郭線A.B期には木道を用いずに幅 6~7mの整地層による道路

としていたが、外郭線C期になって SXl180・1202と同様に木道を設置したのではないかと推定する

ことができる。

道路遺構の位置は、外郭北内と政庁北門を直線的に結ぶ位置ではなく、低地においては外郭北門の

桁行方向に対して直角に作られている。
(註1)

政庁北斜面では、昭和60年の第60次調査で竪穴住居や土坑多数が検出されている。政庁北門の真北

には竪穴住居が 3軒存在し、これが一時的に仮設されたものであるとしても、政庁北円から北へ真っ

直ぐに道路位置を想定することはできない。しかし、政庁北門の北西方向に竪穴住居の存在しない空

間があり、この空間と、低地における道路遺構の南端を結ぶ線上に道路を想定することができるので

はないかと思われる。丘陵斜面部分では道路が等高線に対して直角に通る形で政庁北門に速なり、道

路は全体としてはわずかにくの字形に折れ曲がる形になっていたものと推定される。
(註2) (註3)

第107. 112次調査で検出された材木堺内側の木道の遺存状態に比べ、今回検出した材木の腐食が激

しく、遺存状態が良くないのは、外郭線内側の木道の場合泥炭層に直接材木が置かれているのに対し、

今回検出した木道は、その下に整地層があることによって多少なりとも水はけが良く、それによって

材木の腐食がより進んだ結果であろうと推定される。

SM1203 (整地層)

外郭北門東側

外郭北門西側

SM1203 (木道)

S Xl180木道

S X1202木道

註1 [j'払田柵跡調査事務所年報1985 払田柵跡-第60次"-'64次調査概要-dl1986 (昭和61)年

註2 [j'払田柵跡調査事務所年報1996 払田柵跡 第107次"-'109次調査概要 dl 1997 (平成9)年

註3 [j'払問柵跡調査事務所年報1997 払田柵跡-第110次"-'112次調査概要-dl1998 (平成10)年
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第 1節調査経過

外郭線南部におけ

る築地塀はこれまで

に小規模な調査を行

ってきたが、外郭南

門に連る西側石塁の

西方では、まだその

位震が必ずしも明確

ではなかった。そこ

で、その位置を明確

にするとともに上部

構造の手掛かりを得

ることを目的とする

調査を実施した。

6月9日、第113

次調査地から機材の

運搬を開始し、 15日

から掘り下げを開始

した。調査区の西端

の位置にA トレンチ

を設定して掘り下げ

第4章第114次調査

第11函第114次調査位置図

ると、南端に築地積み士が、その北に築地崩壊土が検出された。 16日、 Bトレンチも設定し、両トレ

ンチの関を面的に掘り下げを行った。 22目、それまで不明瞭だ、った築地積み土北側のラインの位置が

次第に明確となった。 Aトレンチの土層断面では築地の下の整地層やその上に堆積した崩壊土の状況

をつかむことができた。

7月2日、 A.Bトレンチ開の写真撮影を実施。 C'Dトレンチを設定して、より石塁に近い位置

での築地塀の探索にあたった。 6日、平面実測を開始、 10日終了。 15日、第47回顧問会議を開催し、

調査研究の顧問である秋田県立博物館館長新野直吉氏、国立歴史民俗博物館情報資料研究部教授岡田

茂弘氏に対し、第113次調査も含めて調査成果の概要をご説明するとともに、現地でもご指導いただい

た。 25日には現地説明会を開催したところ、約50名の参加者があった。調査は28日に終了した。
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第 2節検出遺構と遺物

1 遺構と遺物 (第11"'-'14図，巻首図版 2，図版6'"'-'9) 

調査地は標高34.0m前後の元宅地で、現在は公有化されている。宅地による遺構の破壊が予想され

たよ、築地塀は丘陵南部を東西に通っている道路の下にも入り込んでいるものと考えられたが、道路

の北の!日宅地部分に東西16.5m、南北5.5mの調査区を設定した。その東西両端にA.Bトレンチを設

定、その後東へC.Dトレンチを設定して土層断面の観察に当たった。 Aトレンチの位置は、第 3次

調査におけるトレンチから東へ約90m、西側石塁の先端から西へ約75mで、ある。

検出遺構は整地地業2、築地塀 1の計 3遺構である。

(1) SX1214盛土整地地業 (第14図)

古代における表土の上に施した盛土整地地業で、黒色土に赤褐色の粒が混じる全体に硬く締まった

土層である。 Aトレンチでは厚さ 8~18cmあり、北部で、は水平で、あるが、築地塀に近づくにつれて次

第に低く下がる。 B""'Dトレンチでは見られない。

(2) S X 1215掘り込み整地地業 (第14図)

S X1214盛土整地業とは異なり、それよりも 1段低く黒色土を掘り込む整地地業がAトレンチの築

地本体の下に見られる。掘り込みの深さは約20cmで、底面は平坦である。底面に厚さ 2~3cmの赤褐

色土を入れ、その上に黒色土と丘陵岩盤の硬質頁岩の角礁を多数混入させ、全体に硬く締まっている。

南北の幅は不明である。 B~D トレンチにもこの整地地業があるが、角磯は全く含まれない。 C トレ

ンチでは黒色土と黄褐色土が厚さ2u'"'-'25c阻の版築状となっている。

( 3 ) S F 1216築地塀 (第11'"'--'14図)

築地塀は本体の南半部が町道の下に入っているため、主として本体の北半部とその北側を検出した。

築地積土が上方から削土を受けているほか、宅地に伴う撹乱や電柱の柱穴もある。

A トレンチではSX1215掘り込み整地地業の上に黒色土、赤褐色土、黄褐色土を用いた丁寧な版築

による積土が高さ40cm程あり、調査区内では最も良く残っている。ここでは築地本体の北端が SX1215 

掘り込み整地地業の北端の位置にほぼ一致している。 Bトレンチでは高さ18cm、Cトレンチでは高さ

10cm、D トレンチでは全く残存しない。積土 1枚の厚さは薄い層で 3cm、厚い層で、18cmある。基底幅

はBトレンチでは少なくとも1.85mあるが、全容は知り得ない。積み手の違いは判然としなかった。

築地が崩壊した後に嵩上げした形跡は認められない。

築地崩壊土はAトレンチでは築地の北側全域に分布し、最大35cmの厚さがあり、全体に撮めて硬く

締まっている。 A トレンチの南にある水田の用水路の両側にも崩壊土が見られる。しかし、他のトレ

ンチでは削土によるためかほとんど残存しない。

築地の北側において、寄柱あるいは築地構築時の枠板を押さえるための柱穴の検出に努めたが発見

できなかった。 Bトレンチの土層断面中に築地の北側基底部に接し、築地崩壊土に覆われる径10cm、

深さ 22cmの柱穴が見られるだけである。 A.B トレンチ間の築地北側には径22~30cm程の柱穴が 5 倒
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砂磯層

第4章第114次調査

Aトレンチ西壁

S F 1216築地塀積土

一一アー
S X1214盛土整地地業 砂磯層

S X1215掘り込み整地地業

〆
一一一一一 ァι一一一一品一一一一一ー

/ 
砂磯層

Bトレンチ東壁

Cトレンチ西壁

S F 1216築地積土

S X1215:f屈り

Dトレンチ西壁

S F 1216築地塀積土
日=34.20mJ主

X1215掘り込み整地地業

S X1215掘り込み整地地業

北
H=34.10m一一一

ん一一一一一一一

古代の表土

第14図土層断面図
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種 Bリ

丸 瓦

丸 瓦

廉製石斧

1 

10Cl11 

') 

J 

出土地・層位 | 特

日恥128築地崩壊土i外面:ロケロナデ、一回転ヘラ切り 内面

出土地・層位 特

HM29築地崩壊土
凸面無文 凹面布日痕HM28築地崩壊土

HM27築地崩壊土 凸面:無文 凹面 布 目痕

HM29築地版築士

第15図遺物実測図

{賀 長さ (cm)

16.8 

9.8 

3.8 

q 
r 

] 

-[J-~ 0 
亡コ 4 

幅 (cm) 厚さ (cm) 図版

9.6 つ““つ 11-15 

5.6 2.2 11-16 

2.2 l.4 11-17 

あるが、いずれも築地崩壊土の上から掘り込んだもので、築地塀が崩壊した後の何らかの工事に伴

うものかと推定される。

遺物は築地崩壊土中から、須恵、器杯(第15図 1)と丸瓦 (2. 3)が出土した。杯は、内外両面は

燈色、器胎内は灰色を呈し、底部切り離しは回転ヘラ切りによる。体部に大きな歪みがある。丸瓦 2

は灰白色で、やや硬質、 3は灰色を量し、いずれも四面に布告痕と糸切り痕、側縁に削り調整痕があ

る。 4は小形の磨製石斧で、築地に小トレンチを入れた際に版築土中から出土した。

他に破片資料として、築地崩壊土中から須恵器杯・蓋・護、 Cトレンチの SX1214整地地業の下の

黒色土中から縄文前期の土器が出土した。

第 3節ノト 結

(註1) (設2)

外郭南門の西方における区画施設は、第 3次調査、第65・67次調査によって明らかにされてきた。

しかし、西側石塁の西方は宅地となっていたため、この地域では築地塀の帯在が必ずしも確かめられ

-24-
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てはいなかったが、今回の調査で検出し、その位置を確認することができた。

これまでの調査では築地塀は崩壊後に材木塀に変わるが、調査区内ではその布掘りが全く存在しな

かった。しかし、西側石塁を調査した第65次調査では石塁の西端から西へ材木塀の布掘りが検出され

ているし、丘陵南西部の第67次調査では築地積土を掘り込んで検出されているので、元来は存在した

が、削土によって失われたのであろう。

築地塀の上部構造については、寄柱が見られず、多量の瓦の出土もないので、屋根は板葺きで、上

土塀かと推定される。

註1 月五回櫛跡調査事務所年報1974 払田柵跡一昭和49年度発掘調査概要 dj 1975 (昭和50)年

註2 [j'払田柵跡調査事務所年報1986 払田柵跡一第65~67次調査概要-dj 1987 (昭和62)年
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第 5章調査成果の普及と関連活動

1 現地説明会の開催

平成10年 7月25日

第113・114次調査について

参加者約50名

2 諸団体主催行事への協力活動

発掘調査の現場や、政庁跡、政庁東方地域などにおいて、大出市立大川西根小学校、中仙町立清水

小学校、六郷町立六郷中学校、秋田県立六郷高等学校、秋田和洋女子高等学校、大潟村教育研究所、

秋田県警察学校などの遺跡見学会に対し、払田柵跡の説明を行った。

3 払田楠跡環境整備審議会への出席

平成11年 3月26日

4 顧問会議の開催

第47@] 平成10年 7月15日

第48回 平成立年2月25日

5 報告・講演

児玉 準「六郷町内および払田柵等近郊の遺跡についてJ 県立六郷高校ふれあい体験学習

平成10年 7月 1日 場所:県立六郷高校

児玉 準「払問柵跡調査と出土絵馬J r出羽路』 第123号秋田県文化財保護協会

平成10年 7月

児玉準「秋田・払田柵跡J r木簡研究J 第20号平成10年11月 木簡学会

児玉 準「払田柵跡第113・114次調査の概要J [j'第25回古代城柵官街遺跡検討会資料』

平成11年 2月20. 21日

児玉 準「払回柵跡(第113・114次調査)J r平成10年度秋田県増蔵文化財発掘調査報告会資料j

平成11年 3月 6・7呂 場所:男鹿市文化会館

6 資料の貸し出し

斎宮歴史博物館 平成10年度企画展「みちのくのみやびJ 平成10年4月26日'"'-'6月14日

石巻文化センター 企画展「古代の瓦一東北の役所と瓦-J 平成10年10月23日'"'-'12月13日

-26-
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ふ り がな Iiったのきくあと だい じちょうねiいよう

三安司主 名 払田柵跡第113・114次調査概要一

副 書 名

巻 次

シリーズ名 秋田県文化財調査報告書

シリーズ番号 第288集

編著者名 児玉準

編修機関 秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所 在 地 宇014-0802 秋田県仙北郡仙北町払回字牛鳴20番地

発行 月日 1999年 3月

ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所 在 地 市町村|遺跡番号
。I !! 。! !! 

立1

ほ払った田の柵さく跡あと 秋あき田たけ県んせ仙んl北まく郡ぐん
05429 39度 140度 第113次 765 学術調査

せ仙んi北まくま町ち払ほっ田た
05432 27分 33分 19980420 

せ千んは畑たま町ち本ほん堂どう城しろま田10') 
ア秒、 11秒 F、、J

19980624 

第114次 80 学術調査

19980615 

~、、J

19980728 

所収遺跡名 種 月iJ 主な時代 主な 構 な遺物 特

払田柵跡 域 柵 平安時代 道路遺構 1 須恵器、土師器 外郭北門と政庁の間

第113次 の道路の位置が外郭

低地において明らか

になった。

一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

払田柵跡 城 ネ冊 平安時代 整地地業 2 須恵器土師器 外郭南門の西で築地

第114次 築地塀 1 塀の位置が明らかに

なった。
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ポールが外郭主門

南東・南箇聞耳柱の位.

2 SM1213道路跡
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図版2 傭113次調査

I S Ml213道路島事(甫から}人物が外郭北門南東・ l曹筒剛健の位置

Z SM1Zl3道路飾 (南から)



図版3 lI!1l3'1);:翻牽

1 道路iI構と政庁
{北から)



園甑4 第113~.査

1 貰穴痕跡のある材木{北から}矢印

2 悶 上{高から}



図版5 第1l3~"査

ー・ 時 、J τ-.~.~ 
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1 Bトレンチの材木と土届(繭から)

2 Cトレンチの材木と土層 {南東から}



銅版6 第114次調査E

1 S l' 1216築地塀〈東から)

Z 伺 よ(東から)



罰Ji7 郷114次周到E

1 外車事府門、石裂と簸地緋(商から}

2 S F 12同築地場(北西から)



包飯8 第1141k嗣査

1 A-Bトレンチmの築地場(商から)

2 Aトνンチ商慣Eの築地場繍土とSXl215掘り込みS草地地策(東から}



箇飯9 JIIIl4l1;関査

1 Bトレンチ東豊置の築地機械土と SX1215腐 り込み型産地地費量 {冨から)

2 Cトレンチ萄豊富の築地場繍土と SXI2防姻 り込み型車地地業 (簡素から}



図版10 第113次寓葺遺 絢 (1)

1-9 SM1213 4-11 喝構外



函館11 第113・114次期査遺 物 (2)

12-14遺情外 15・16 ~問m機土 17祭地柄土
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